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（１）� 目� 的�

道南海域におけるイワシ類（マイワシ，カタクチイ

ワシ）及びサバ類（マサバ，ゴマサバ）について漁獲

量及び体長組成についての調査を行い，資源管理対策

を検討する際の基礎データとして用いるほか，報告・

広報を通じて漁業経営に寄与する。なお，本研究につ

いての取りまとめは釧路水産試験場が行っている。

（２）� 経過の概要�

ア� 漁獲統計調査�

市場調査及び北海道水産現勢を基に，函館水産試験

場の担当海域である檜山～日高管内を中心に，魚種別，

地域別の漁獲量を集計し，漁獲の動向を調査した。

イ� 生物測定調査�

９月から 11 月にかけて森町及び鹿部町の定置網か

らマイワシ，カタクチイワシ及びサバ類の標本を採取

し，生物測定を実施した。

（３）� 得られた結果�

ア� 漁獲統計調査�

函館水産試験場の担当海域である檜山～日高にかけ

ての道南各管内と，釧路管内，及び全道の合計値につ

いて，それぞれの年間漁獲量を表１～３に示した。�

マイワシの全道の漁獲量は，資源が高水準であった

����年代には年間 ���万トンを超える高い水準にあっ

たが，���� 年以降急減し，���� 年以降は年間 ��	��

トンから ���トン未満の低い水準にある。渡島管内の

漁獲量は，���	 年に �
�� 万トンを示した後減少を続

け，����年以降は �����トン未満の低い水準が続いて

いる。ただし全道の漁獲量に占める渡島管内の割合は，

資源が減少した ���� 年以降，ほとんどの年で ��％か

ら ��％以上となっている。���� 年の漁獲量は 	�	�


トンで，����年の �	
��トンから増加した。�

カタクチイワシの全道の年間漁獲量は，���	年から

���� 年までは１千トン未満の低い水準にあったが

���� 年以降は一貫して１千トンを超え，特に ���� 年

以降はほとんどの年で１万トンを超える高い水準にあ

る。年間漁獲漁が最も多いのは ����年までは渡島管内

であったが，漁獲量が大きく増加した ����年以降は釧

路管内での漁獲量が最大となる年が増えている。渡島

管内での漁獲量は，���� 年に前年比 �� 倍以上の急激

（単位：ｔ）
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資料：水産現勢・水試速報値による1～12月の集計値。2010年は暫定値。

0は漁獲なし。0.0は漁獲量0.05トン未満。
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資料：水産現勢・水試速報値による1～12月の集計値。2010年は暫定値。

0は漁獲なし。0.0は漁獲量0.05トン未満。

表１� マイワシの管内別・年別漁獲量�

表２� カタクチイワシの管内別・年別漁獲量
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な伸びを示して以降，���
年を除き，約３千トンから

１万トン以上の高い水準が続いている。����年の漁獲

量は ��������トンで，����年の �
��	
��トンから増

加した。�

サバ類の全道の年間漁獲量は，���	 年から ���� 年

までは１千トン未満であったが，����年以降は変動し

ながらもおおむね１千トンから２万トン以上の比較的

高い水準で推移している。渡島管内の漁獲量は，����

年以降，ほとんどの年で全道の 
�％から ��％以上を占

めている。���� 年の漁獲量は ��
�� トンと ���� 年の

�������トンから大きく減少し，����年以降で最も低

い値となったが，����年の漁獲量は 	������トンと大

きく増加した。�

これら３魚種とも，道南太平洋海域での漁獲は渡島

沿岸の定置網によるものが大部分を占め，檜山，胆振，

日高の各管内での漁獲は少ない。�

イ� 生物測定調査�

� 体長組成を図１～３に示した。なお，マイワシとカ

タクチイワシは被鱗体長（��	 ㎝幅），サバ類はマサ

バとゴマサバそれぞれについて尾叉長（１㎝幅）での

体長組成を示した。�

マイワシでは，被鱗体長の範囲は ����～����㎝の比

較的広い範囲にあった。全体のモードは ���� ㎝にあ

り，そのほか ����㎝と �
�	㎝に副モードが見られた。�

カタクチイワシでは，被鱗体長の範囲は ��	～�
��

㎝にあり，体長の分布は ����㎝にモードを持つ単峰型

であった。�

サバ類では測定を行った���尾のうち�	尾がゴマサ

バ，５尾がマサバであった。ゴマサバの体長組成は，

尾叉長の範囲を �
㎝～��㎝，全体のモードを ��㎝に

持つ単峰型であった。マサバ５尾の尾叉長は ��㎝が２

尾，��㎝が３尾であった。�

�

（単位：ｔ）
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資料：水産現勢・水試速報値による1～12月の集計値。2010年は暫定値。

0は漁獲なし。0.0は漁獲量0.05トン未満。
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表３� サバ類の管内別・年別漁獲量�
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図１� ����年漁獲物調査でのマイワシの体長組成�
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図３� ����年漁獲物調査でのサバ類の体長組成�

図２� ����年漁獲物調査でのカタクチイワシの

体長組成�
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